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第１章 介護予防の推進と高齢者の生きがいづくりの
充実 

第１節 生涯現役社会の実現と自立支援・重度化防止、健康づくり
の推進 

 

 

本市では、介護認定を受けない元気高齢者を増やすための介護予防への取り組みが、

介護保険料を財源の一部として「地域支援事業」という位置づけで、2006(平成 18)年

度から開始されました。地域のひろば推進事業や、介護保険ボランティアポイント事

業、介護予防普及啓発事業、地域リハビリテーション活動支援事業など様々な介護予防

事業を展開してきました。 

また、介護予防・日常生活支援総合事業が平成 29年度から開始されたことから、要

支援者の一部は介護認定を待たずともサービス利用ができる仕組みの一つとして、通

所型サービスＣ事業の拡充に取り組んできました。 

 

 

 

 

⚫ 住民主体の通いの場の拡充・発展 

⚫ 専門職の視点を入れた介護予防事業の実施 

⚫ 元気高齢者がサービスの担い手となり、社会参加ができる環境整備 

⚫ 介護予防事業の再構築及び一般介護予防事業評価事業への取り組みの充実 

 

 

 

地域の身近な場所で行う介護予防等の取り組みとして「地域のひろば」の実施箇所を

今後も拡充し、体操や運動に特化した「運動体操グループ（仮称）」を新規に取り組み、

通所型サービスＣ事業や通所介護等を終了した方等の受け皿としても活用していきた

いと考えます。 

そのためには、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等のリハビリ専門職の関与が必

須であり、引き続き、霧島どんサポートの会等との連携を図ってまいります。 

介護予防の推進に向けて、庁内各課、関係機関等と連携及び目標の共有を図り、次ペ

ージに示す介護予防のしくみ「きりしまスタイル」の実現に向けて取り組みます。  

 

 

① これまでの取り組みと現状 

 

② 課題 

③ 基本事業の方向性 



高齢者福祉計画・介護保険事業計画   

 

60 

 

１ 本市が目指す介護予防のしくみ 

（１）本市の介護予防のしくみ「きりしまスタイル」 

各種事業が連動し、各関係機関等が連携する介護予防のしくみの実現を目指し、市民

の自立支援・重度化防止、健康づくりに取り組みます。 
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（２）「きりしまスタイル」の実現に向けた各団体の役割 

各関係機関等が連携し、それぞれの特徴を活かすとともに、本市の多様な社会資源を

活用することで「きりしまスタイル」の実現を目指します。 

「きりしまスタイル」の実現を目指す中で、各関係機関等の役割は以下の通りです。 

 

 

   

   

   

   

   

   
 各団体の役割（令和２年 10月８日に実施した計画策定ワーキング意見の抜粋）  
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